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■■作品名／刻 06/02stage-1

■作者／山
やま

添
ぞえ

　潤
じゅん

2さくらがわ　2006.8.13

■コメント／力は石へと向か
う　力は石に刻まれる　その
一打一打に身をゆだねる　そ
の一打一打に 石は包まれる

■作品名／月下点－ 06

■作者／望
もち

月
づき

　久
ひさ

也
や

■コメント／設置された「場」
の印象は月が真上に昇ります。
作品は月と人を結ぶ一つの「目
印」であり、月を継ぐ「宿り」
でもあります。

■作品名／DARK

■作者／村
むら

井
い

　進
しん

吾
ご

■コメント／集落を廻るゆる
やかな坂道の途中にがらんど
うの闇がある。

■作品名／雷神

■作者／中
なか

村
むら

　義
よし

孝
たか

■コメント／雷にうたれた木
を見つけた。その痕跡を見て、
自然界のエネルギーの凄さに
驚くと同時に、その瞬間を想
像してしまいました。

■作品名／風が抜ける場所　
雨粒を集める

■作者／中
なか

井
い

川
がわ

　由
ゆ

季
き

■コメント／刻々と変わり行
くものに魅力を感じ、その一
部や動きを「あるかたち」に
止めたいと制作しました。

■作品名／A-061

■作者／井
いの

上
うえ

　雅
まさ

之
ゆき

■コメント／土を積む行為の
中の、意図する意識と意識化
できない世界とのせめぎ合い
が、人の営為の重要な骨格を
成していると考えます。

■作品名／雪
ゆき

消
げ

■作者／高
たか

梨
なし

　裕
ゆう

理
り

■コメント／春が来る。寒い
と思っていたら春になってい
た。2006 年 3月。

■作品名／虚と実

■作者／渡
わた

辺
なべ

　尋
ひろ

志
し

■コメント／実在していたは
ずの道。実在することは形な
のか記憶なのか。形あるもの
と形を創るものの真実は？

■■作品名／光のあつまる場所

■作者／小
こ び な た

日向　千
ち

秋
あき

■コメント／光の雫が空から
降り注ぐ様は、あたかも森に
活力を与える養分が湧き出る
光の井戸のようである。

■作品名／ Black boxは風の色

■作者／志
し

賀
が

　政
まさ

夫
お

■コメント／そこは風が流れ
森はささく。太古の響きが始
まります。そっと色を置いて
行きます。Black boxは風の色。

■作品名／息吹き・芽吹き・
響き

■作者／大
おお

栗
ぐり

　克
かつ

博
ひろ

■コメント／芽吹きの季節に
息吹きあるものが、力をみな
ぎらせ天空にはじけるさまは、
私の心に響くものです。

■作品名／ romantic love

■作者／島
しま

田
だ

　忠
ただ

幸
ゆき

■コメント／風景の中で消え
て見えなくなる作品を作りた
かった。秘めた片思いの恋な
ど日常を超えるものを夢みた。

■作品名／春

■作者／山
やま

崎
ざき

　隆
たかし

■コメント／自分の彫刻を置
きたいと思って、この場所に
惹きつけられるうちに素材や
形態、題名も何時の間にか決
まっていたような気がする。

■作品名／花

■作者／海
かい

崎
ざき

　三
さぶ

郎
ろう

■コメント／厚みのない 2つ
の鉄は熱によって咲いた花。
自分の意志と鉄の意志の半々
のところで咲いた花である。

■作品名／Maison de campagne

■作者／大
おお

島
しま

　由
ゆ

起
き

子
こ

■コメント／それぞれの家に
は様々なお話しがあることで
しょう。私は、この美しい土
地に私の家を建て、私の話を
始めたいと思いました。

■作品名／ Stone Capsules

■作者／鈴
すず

木
き

　典
のり

生
お

■コメント／今年だけの空間
を作ります。観賞の場から互
いが重なり合って鑑賞する空
間になるような気がします。

■作品名／回帰－再生

■作者／横
よこ

山
やま

　飛
あ す か

鳥

■コメント／遠く忘れてし
まった原点に戻り、その場所
から新たな一歩を踏み出すた
めに、この春に芽生えた小さ
な希望を私は信じたい。

■作品名／神狼

■作者／村
むら

上
かみ

　九
つ く も

十九

■コメント／人はその昔、真
神の疾走を見たであろう。「眼
だけが闇の中で燃えている。
両眼星の如く輝く青きガラス
の眼で。」

■作品名／瞑想の部屋－ 0604

■作者／藤
ふじ

島
わら

　明
あき

範
のり

■コメント／四角い石からす
ぽんと石を取り出して作った
のは 2 つの部屋。地球の地殻
運動で生まれた花崗岩の胎内
で、静かに瞑想してみよう。

■作品名／狭
はざ

間
ま

■作者／松
まつ

田
だ

　文
ぶん

平
ぺい

■コメント／越えようとして
いる領域に、深遠なるディス
タンスを感じている。突き貫
けてしまえばまた同じように
領域を求めるだろうに。

■作品名／CULTIVATION

■作者／平
ひら

戸
と

　貢
こう

児
じ

■コメント／行き止まりの道。
自然と人のエネルギーが凝縮
したこの場所は、なにか次の
エネルギーを培養するのに充
分な気配を感じた。

■作品名／Weighing The Earth
（1気圧の偶然）

■作者／古
ふる

川
かわ

　潤
じゅん

■コメント／視点を変えると、全
く違う物がみえて来る事がある。案

外、真実は何気ない風景の片隅に転

がっているのかもしれない。

■作品名／雨引く里の龍神の
塔 Dragon Pagoda 2006

■作者／國
くに

安
やす

　孝
たか

昌
まさ

■コメント／山々の縁、平野
の始まるこの稲作の地に、雨
を護る馮代としての龍神の塔
を作りたいと思います。

■作品名／Ring・Ring・Ring

■作者／山
やま

上
じょう

　れい

■コメント／青く澄んだ空の
下、新緑のさざ波が打ち寄せ
る小さなステージ。田畑を渡
る風とともに歌を歌いたい。

■作品名／沈黙への移行

■作者／サトル・タカダ

■コメント／世界の始まりは
沈黙から生まれ、過去、現在、
未来が統一体をなしている。
エレベータが静止している時、
そこに沈黙が存在する。

■作品名／明日に向かって
■作者／グループ・RA

（佐
さ

治
じ

　正
まさ

大
ひろ

及びメンバーズ）

■コメント／いち早く　行動を開
始した　たくさんの動物たち　ゆっ

くりと　でも確実に　理想の地を

想って森の奥深く　新世界へ旅立つ

■作品名／枠状の石－外延と
内包量XI

■作者／佐
さ

藤
とう

　晃
あきら

■コメント／一つひとつの連な
りによって成り立つ外延とそれに
属する内包量を、山の一部に含ま
れる形で表現したいと考えた。

■作品名／蓮とともに咲いてほ
しい－二人の母へのオマージュ－

■作者／中
なか

村
むら

　洋
よう

子
こ

■コメント／メッシュによる浮遊
体と筏、そしてターポリンで作った
大きな葉っぱ。それらで沼の水の力、
風の動き、浮かす力を造形にさそい
こんでみたいと思っている。

雨引の里と彫刻 2006
　自然豊かな山里の環境の中で彫刻作品を展示する「雨引の里と彫刻

2006」が、地権者の方々、地元のボランティア「手打ち蕎麦大好き会」、

「大和撫子庵」のみなさまのご協力のもと、羽田・青木・高森地区で４

月１日から６月４日まで開催されました。

　この展覧会は、1996 年に７人の彫刻家達で開催して以来、約２年毎

に開催され今回で 10年目、6回を数えます。現在日本の美術界の第一

線で活躍している作家たちの展覧会です。今月号では、作者のコメン

トを交えて 44作品全てをご紹介いたします。
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■■作品名／遠い水

■作者／岡
おか

本
もと

　敦
あつ

生
お

■コメント／地下に向って掘
れば、水脈に辿り着くはずな
のだが私は上に向って彫って
みる事にした。失われた遠い
水脈を求めて。

作品名／風の栞 /土の眷属

■作者／戸
と

田
だ

　裕
ゆう

介
すけ

■コメント／様々な音が、遠
くから近くから聞こえてくる。
私は、折々に読み返してきた
この風景に、少しの間だけ彫
刻を挿んでおく。

作品名／ between－064

■作者／金
きむ

　鉉
ひゅんすく

淑

■コメント／漂う場の気配が
私を誘う。ココでゆっくりと、
みつめる時間がホシイと。

作品名／Green of Green

■作者／中
なか

村
むら

　ミナト

■コメント／鳥居をとおると
鎮守の杜があり、細い参道脇
の開けたところに、鎮守の彫
刻があります。

作品名／天壌 2006 [In the 
other side of a door]

■作者／齋
さい

藤
とう
　 徹
とおる

■コメント／木と石の複合で作っ
ています。アトリエに楠のニオイ
が広がり、大好きなエンジンチェン
ソーの音が響き至福の時間が続きま
した。

■作品名／植物のかたち
－O・MA・ME－

■作者／安
やす

田
だ
　正
まさ

子
こ

■コメント／欅の根元に抱きこ
まれた岩石は、成長のエネルギーで
砕けていました。いつしか豆が弾け
て根をおろすイメージに展開しまし
た。

■作品名／気の杜

■作者／槇
まき

　渉
わたる

■コメント／青木神社の社の
調和と交響の中で私（石）も
係わりたいと思い、立木の一
本を石で囲むことが自然に思
えた。

■作品名／小悪魔の棲む杜

■作者／ 平
ひら

野
の

　米
よね

三
ぞう

■コメント／いたずらっぽく
も罪のないユーモラスな形を
青木神社の参道に置くことで、
作品名を感じ取っていただけ
たら幸いです。

■作品名／ JARDIN

■作者／山
やま

本
もと

　糾
ただす

■コメント／カメラに捕ら
えられた光景はシャッターに
よって切断され現実界から瞬
時に死の領域に移行する。

■作品名／内側のかたち 06-1

■作者／菅
すが

原
わら

　二
じ

郎
ろう

■コメント／この作品は、石
で出来た籠状となりました。
そして、二つの三角錐の組み
合わせと感じられるような形
態を目指しました。

■作品名／音のかけら－無人
駅にて

■作者／金
かな

沢
ざわ
　健
けん

一
いち

■コメント／殺風景な無人駅。
列車を待つ数分間、この空間
に必要だと感じたのは音と人
の気配のようなものであった。

■作品名／春の石

■作者／宮
みや

沢
ざわ

　泉
いずみ

■コメント／風はまだ冷たい
が日ごとに強さを増す太陽の
下、地表はかすかにぬくもり
地中には大きなエネルギーが
充満しているようだった。

作品名／春のヴェール

■作者／大
おお

槻
つき

　孝
たか

之
ゆき

■コメント／春の気配を形に
しようとして作りました。葦
の原のここから、さらさらと
春の風が吹き始めることを
願って。

■作品名／七色飛行人～始ま
りの地～

■作者／いしばし　めぐみ
■コメント／七色飛行人が飛
び立つ軌跡はどこ迄も続く天
弓となり、この地から始まる
架け橋となるように。

■作品名／剪定期

■作者／山
やま

本
もと

　憲
けん

一
いち

■コメント／春の剪定時期、
石の塊を剪定することでこの
場所に生育する木や草の変化
と流れに関わりたいと考えま
す。

■作品名／標

■作者／廣
ひろ

瀬
せ

　光
ひかる

■コメント／古墳跡だという
林のすその農道に、空間や位
置を限定するための「しるし」
として作品を置いた。

結城市
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61
人
で
構
成
す
る
、
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
桜
川
市

実
行
委
員
会
の
設
立
総
会
お
よ

び
第
１
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
実
施
体
制
・
今

年
度
の
計
画
や
予
算
・
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
の
開
催
・
本
年
行
わ

れ
る
静
岡
大
会
の
視
察
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

同
実
行
委
員
会
は
大
会
の
円
滑

な
運
営
に
向
け
て
、
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
茨
城
２
０
０
７
桜
川
市
実

行
委
員
会
事
務
局
（
介
護
長
寿

課
内
）・

０
２
９
６-

７
５-

３
１
１
１
代
表

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城

　
　
　
　

２
０
０
７
が
開
催

　

来
年
11
月
10
日
（
土
）
か
ら

13
日
（
火
）
ま
で
の
４
日
間
、

茨
城
県
内
で
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
茨
城
２
０
０
７
（
第
20
回
全

国
健
康
福
祉
祭
い
ば
ら
き
大

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

同
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
、
芸
術
活
動
な
ど
を
通
じ
、

高
齢
者
自
身
の
心
身
の
健
康
や

社
会
参
加
、生
き
が
い
の
高
揚
・

増
進
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
、

高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
、
健
康
と
福
祉
の
祭

典
で
、
卓
球
や
剣
道
な
ど
19
種

目
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
の
ほ

か
、
囲
碁
な
ど
の
文
化
交
流
大

会
や
健
康
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

本
番
に
向
け
準
備
は
じ
ま
る

　

桜
川
市
で
は
、
来
年
11
月
11

日（
日
）・
12
日（
月
）・
13
日（
火
）

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
競
技
に

は
、
地
元
を
は
じ
め
全
国
か
ら

68
チ
ー
ム
・
千
人
の
選
手
お
よ

び
関
係
者
が
参
加
予
定
で
す
。

　

市
で
は
大
会
本
番
に
向
け
、

去
る
７
月
３
日
に
、
各
競
技
団

体
・
社
会
福
祉
団
体
・
医
療
団

体
・
商
工
団
体
な
ど
の
代
表
者

■
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
」（
愛
称
）
は
、
全
国
的
に
知
名
度
が
高
い
水
戸
の
ご
老

公
「
水
戸
光
圀
公
」
を
も
と
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
茨
城
県
の
花
「
バ
ラ
」
を
手
に
し
て
い
ま
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
兼
第
20
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
大
会
茨
城
県
予
選
会
が
開
催

　

県
内
各
地
の
強
豪
チ
ー
ム
が
、
交
流
大
会
へ
の
出
場
資
格
を
得
る
た
め
に
参
加
。

攻
守
に
わ
た
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
日
／
平
成
18
年
９
月
16
日
（
土
）
〜
17
日
（
日
）

■
会
場
／
真
壁
運
動
場

34
団
体
・
61
人
で
構
成
す
る
、
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
桜
川
市
実
行

委
員
会
の
設
立
総
会
お
よ
び
第
１
回
総

会
の
模
様
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「
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

堂ど
う

脇
の
た
き
火
が
お
堂
へ
延
焼
拡
大
中
」

と
の
想
定
の
下
、
市
消
防
団
第
10
分
団
に
よ
る
文
化
財

火
災
防
禦
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

桜川市消防団第10分団が文化財火災防
ぼう

禦
ぎょ

訓練

長
年
の
行
政
相
談
委
員
活
動
が
認
め
ら
れ
、
全
国
行
政

相
談
委
員
連
合
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
古
谷

野
千
鶴
子
さ
ん

古
こ

谷
や

野
の

千
ち

鶴
づ

子
こ

さんが全国行政相談委員連合協議会会長表彰

News＆ Topics

真
壁
真
園
会
の
方
（
写
真
左
側
と
左
か
ら
２
番
目
）
が

真
壁
授
産
学
園
を
訪
問
し
、
紅
小
玉
ス
イ
カ
と
キ
ュ
ウ

リ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

真
ま

壁
かべ

真
しん

園
えん

会
かい

が社会福祉施設に初夏の味覚をプレゼント

大
山
冨
美
子
さ
ん
（
写
真
左
）
が
大
和
庁
舎
に
来
庁
し
、

中
田
市
長
に
見
事
な
御
殿
ま
り
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
おお

山
やま

冨
ふ

美
み

子
こ

さんから御
ご

殿
てん

まりの寄贈

上
位
入
賞
を
目
指
し
、
真
剣
な
表
情
で
碁
盤
を
に
ら
み

次
の
一
手
を
考
え
る
子
ど
も
達

南
みなみいいだ

飯田小学校児童が子供囲
い

碁
ご

大会に出場

全
国
高
校
総
体
茨
城
県
予
選
会
で
優
勝
し
、
全
国
高
校

総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
出
場
を
決
め
た
、
岩
瀬
日
大

高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
み
な
さ
ん

岩瀬日大高校ソフトテニス部が全国高校総体に出場

　桜川市役所各庁舎に、大山冨美子さん（真壁町白

井地区）から、御殿まりの寄贈がありました。

　御殿まりは、江戸時代中期から各藩の奥女中たち

が姫君の遊具として作ったのが始まりで、ひと針ひ

と針丹精こめて縫い上げられ、独特の伝統と優雅な

色彩が見事に調和した手工芸品です。「この御殿ま

りは、桜川市の市制施行を記念して創ったもので、

球の大きさは円周 60㎝・中には荒糖が詰めてあり

ます。球面には桜川市誕生の基となった桜川と緑豊

かな山々、そして春の桜と市の更なる発展の思いを

込めて、一年余りかけて各庁舎に贈りました。」と

大山さん。

　水戸市で開催された、「第３回文部科学大臣杯　

小・中学校囲碁団体戦」茨城大会に、南飯田小学校

の栗
くり

崎
さき

真
まさ

志
し

くん（６年）・福
ふく

本
もと

啓
けい

太
た

くん（５年）・保
ほ

坂
さか

勇
いさむ

くん（５年）が出場しました。同大会は、３人

を１組として総当たり戦で行われるもので県内から

５校が参加。白熱した好勝負の末、福本くんと保坂

くんがそれぞれ１勝をあげて４位に輝きました。

　また、「第 27 回全国少年少女囲碁茨城大会」段

級認定戦に、同校の藤
ふじ

田
た

瑞
みず

樹
き

くん（６年）・福
ふく

本
もと

啓
けい

太
た

くん（５年）・保
ほ

坂
さか

勇
いさむ

くん（５年）と岩瀬西中学

校２年の上
うえ

野
の

真
まさ

生
き

くんが出場。盤上で熱い戦いを展

開しました。出場した子ども達は、「良い経験にな

りました。楽しかったです。」と述べていました。

　水戸市で開催された、「全国高校総体茨城県予選

会」で、岩瀬日大高等学校ソフトテニス部が優勝を

飾り、本年８月に大阪市で開催される全国高等学校

総合体育大会（インターハイ）の出場を決めました。

予選会には、関東大会県予選ベスト８までのシード

校を含め77校が参加。同校は順調に勝ち進み、ファ

イナルセットまでもつれ込む展開となった準決勝を

制し、その勢いをつくば国際大学土浦高等学校との

決勝戦につなげ終始試合をリード。７年ぶり３回目

の優勝を飾りました。また同校卓球部も、シングル

とダブルスでインターハイ出場を決めました。

　両部とも「茨城県の代表として、チーム一丸とな

り頑張ります。」と力強く述べていました。

　市指定文化財の「木
もく

造
ぞう

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

」が納めら

れている、今
いま

泉
いずみ

地区の無
むりょうざん

量山玉
ぎょくぞういん

蔵院阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

堂
どう

で、市消防団第 10分団（小林保夫分団長）が文化

財火災防禦訓練を実施しました。

　訓練には、地元関係者・岩瀬消防署・市消防本部員・

第 10 消防分団員ら総勢 40 人と消防車両 3台が参

加。お堂との高低差が約 30メートルもある石段を

一気に駆け上り、ホース延長訓練・放水訓練・吐出

圧力の調査などキビキビとした訓練が展開されまし

た。貴重な遺産を後世に残すよう、日頃から防火に

心がけましょう。

　桜川市行政相談委員の古谷野千鶴子さん（真壁町

白井地区）が、長年の行政相談委員活動が認められ、

（財）全国行政相談委員連合協議会会長表彰を受け

ました。

　行政相談委員は、総務大臣の委嘱を受け、国など

の行政全般についての苦情・意見などを自宅のほか、

定期的に相談所を開設して地域の皆様からの相談を

受け付けています。同氏は、「今回、過分な表彰を

頂き感謝いたしております。これも、地域の皆様は

じめ関係機関の方々のご支援ご協力の賜と感謝申し

上げます。今後、尚一層地域のために努力して参り

たいと思います。」と述べていました。

　真壁地区の農家 15 人で構成する「真壁真園会」

（藤
ふじ

田
た

秀
ひで

幸
ゆき

会長）のみなさんが、社会福祉施設、紫
し

峰
ほう

厚
こう

生
せい

園
えん

・真
ま

壁
かべ

厚
こう

生
せい

学
がく

園
えん

・真
ま

壁
かべ

授
じゅ

産
さん

学
がく

園
えん

に、紅
べに

小
こ

玉
だま

スイカとキュウリをプレゼントしました。

　これは、同会のみなさんが自分たちで丹誠込めて

作った初夏の味覚を、園生に味わってもらおうと、

毎年実施しているもので今年で 11 年を迎えます。

「毎年、園生に喜んでもらって嬉しいです。これか

らも続けて行きたい。」と藤田会長は述べていまし

た。
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※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

８
月
の

　

納
税
・
保
険
料

市
県
民
税  　
　
　
　

２
期

国
民
健
康
保
険
税  　

３
期

介
護
保
険
料  　
　
　

３
期

納
期
限:

８
月
31
日
（
木
）

・ 

対
象
者
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的

な
入
力
が
で
き
る
方

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
9
月
4

日
・
7
日
・
11
日
・
14
日
・
21
日
・

25
日
【
全
６
回
】（
9
月
18
日
は

除
く
）
18
時
30
分
〜
21
時
30
分

・ 

実
施
場
所
／
筑
西
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー（
下
泉
６
２
５-

１

　
・

０
２
９
６-

75-

１
２
５
４
）

・ 

受
講
料
／
訓
練
協
会
員:

８
千

円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）、
訓
練

協
会
員
外:

１
万
円
（
テ
キ
ス

ト
代
別
）

・
定
員
／
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

・ 

申
込
方
法
／
受
講
申
請
書
に
ご

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て

訓
練
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
お
申

込
く
だ
さ
い
。

・ 

申
込
期
間
／
8
月
21
日
（
月
）

〜
30
日
（
水
）
ま
で

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
下

泉
６
２
５-

１
・

０
２
９
６

-

75-

１
２
５
４
）

桜
川
市
臨
時
職
員
募
集職

員
課

■
職
種
／
保
育
士

■
募
集
人
員
／
1
名

■
任
用
期
間
／
平
成
18
年
9
月
1

日
〜
平
成
19
年
2
月
28
日

■
勤
務
場
所
／
岩
瀬
保
育
所

■
業
務
内
容
／
保
育
業
務

■
勤
務
時
間
／
平
日:

８
時
30
分

〜
17
時
15
分
（
早
番
・
遅
番
勤
務

有
）（
休
日:

土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
）

■
賃
金
／
5
千
6
百
円
〜
6
千
5

百
円
（
日
）

■
勤
務
条
件
／
年
齢
25
歳
か
ら
40

歳
未
満
で
保
育
士
資
格
を
お
持
ち

の
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真

添
付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で

■
申
込
締
切
／
8
月
23
日
（
水
）

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
役

所

職

員

課

人

事

研

修

係

（
〒
３
０
９-

１
２
９
３
桜
川
市

羽
田
１
０
２
３
／

０
２
９
６

-
58-

５
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

子
供
囲
碁
・
将
棋
大
会
参
加

者
募
集

子
供
囲
碁
・
将
棋
教
室

■
日
時
／
8
月
19
日
（
土
）
9
時

30
分
〜
15
時

■
場
所
／
岩
瀬
中
央
公
民
館
3
階

研
修
室

■
対
象
者
／
小
・
中
学
生

■
申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
、
必

要
事
項
を
記
入
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
岩
瀬
・
大
和
・

真
壁
中
央
公
民
館
事
務
室
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
申
込
締
切
／
８
月
13
日
（
日
）

■
そ
の
他
／
昼
食
お
よ
び
飲
み
物

は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
岩
瀬
中

央
公
民
館
（

０
２
９
６-

75-

０
３
４
４
）

※
お
子
さ
ん
の
送
迎
は
、
保
護
者

の
方
に
お
願
い
し
ま
す

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

各
種
講
座
の
参
加
者
募
集

筑
西
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
＆

 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
研
修

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
9
月
16

日（
土
）【
全
1
回
】9
時
〜
16
時

・ 

実
施
場
所
／
筑
西
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー（
下
泉
６
２
５-

１

　
・

０
２
９
６-

75-

１
２
５
４
）

・ 

受
講
料
／
訓
練
協
会
員:

６
千

円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）、
訓
練

協
会
員
外:
８
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
込
）

・
定
員
／
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

・
申
込
方
法
／
受
講
申
請
書
に
ご

　

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
お
申

　

込
く
だ
さ
い
。

・ 

申
込
期
間
／
9
月
1
日
（
金
）

〜
15
日
（
金
）

 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
基
礎
講
座

・ 

対
象
者
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的

な
入
力
が
で
き
る
方

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
9
月
2

日
・
9
日
・
16
日
・
30
日
【
土

曜
全
4
回
】（
9
月
23
日
は
除

く
）
9
時
〜
16
時

・ 

実
施
場
所
／
筑
西
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー（
下
泉
６
２
５-

１

　
・

０
２
９
６-

75-

１
２
５
４
）

・ 

受
講
料
／
訓
練
協
会
員:

９
千

円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）、
訓
練

協
会
員
外:

１
万
1
千
円
（
テ

キ
ス
ト
代
別
）

・
定
員
／
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

・ 

申
込
方
法
／
受
講
申
請
書
に
ご

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て

訓
練
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
お
申

込
く
だ
さ
い
。

・ 

申
込
期
間
／
8
月
21
日
（
月
）

〜
30
日
（
水
）

 

パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
習
得
講
座

　

な
お
、
物
品
な
ど
の
販
売
や
金

銭
な
ど
を
請
求
を
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
9
月
の
日
程
／
桜
川
市
阿
部

田
・
羽
田
・
本
木
・
大
曽
根
・
東

飯
田
・
真
壁
町
上
小
幡
・
真
壁
町

下
小
幡
・
真
壁
町
長
岡
の
各
地
区

■
訪
問
時
間
／
9
時
〜
16
時

■
問
合
先
／
（
財
）
関
東
電

気
保
安
協
会
下
館
事
業
所
（

０
２
９
６-

22-

５
５
２
５
）

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
６

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

■
開
催
日
／
8
月
19
日
（
土
）

■
主
な
内
容
／
お
も
し
ろ
理
科

先
生
コ
ー
ナ
ー
、
茨
城
県
に
関
す

る
野
外
映
画
会
、
親
と
子
の
ふ
れ

あ
い
野
外
映
画
会
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

■
場
所
／
協
和
の
杜
公
園
（
筑
西

市
久く

地じ

楽ら

）

■
対
象
者
／
幼
児
・
小
中
学
生
お

よ
び
そ
の
保
護
者
等

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
先
／
筑
西
市
協
和
商
工
会

（

０
２
９
６-

57-

２
１
２
４
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

岩
瀬
高
校
開
放
講
座
受
講
生

募
集

岩
瀬
高
校
開
放
講
座
実
施
委
員
会

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
基
本
講
座

・ 

実
施
日
／
9
月
12
日
（
火
）、

13
日
（
水
）・
17
時
30
分
〜
19

時
30
分

・ 

対
象
者
／
県
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
成
人
お
よ
び
青
少
年

・
定
員
／
20
人

・ 

受
講
料
／
無
料
（
受
講
者
に

還
元
さ
れ
る
も
の
は
受
講
者
負

担
）

・
申
込
期
限
／
8
月
31
日
（
木
）

 

エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

・ 

実
施
日
／
9
月
26
日
（
火
）、

10
月
3
日
（
火
）、
17
日
（
火
）・

17
時
30
分
〜
19
時
30
分

・ 

対
象
者
／
県
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
成
人
お
よ
び
青
少
年

・
定
員
／
20
人

・ 

受
講
料
／
無
料
（
受
講
者
に

還
元
さ
れ
る
も
の
は
受
講
者
負

担
）

・
申
込
期
限
／
8
月
31
日
（
木
）

■
申
込
方
法
／
希
望
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
岩
瀬

高
校
開
放
講
座
実
施
委
員
会

（
〒
３
０
９-

１
２
９
４
桜
川

市

岩

瀬

１

５

１

１-

１
・

０
２
９
６-

75-

２
４
７
５
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
8
月
28
日
（
月
）
9
時

〜
16
時

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
・
内

線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
9

月
25
日
（
月
）
真
壁
庁
舎
1
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

お
盆
中
の
市
施
設
の
休
館
お

よ
び
開
館
時
間
の
変
更

 

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日

・
8
月
13
日
（
日
）
〜
16
日
（
水
）

■
問
合
先
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

０
２
９
６-

76-

２
９
４
０)

 

岩
瀬
・
真
壁
第
1
・
真
壁
第
2

 

・
大
和
体
育
館
、
社
会
体
育
研 

 

修
セ
ン
タ
ー
、
岩
瀬
・
真
壁
・

 

大
和
運
動
場
、
岩
瀬
桜
川
運
動

 

公
園
、
大
和
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

 

開
館
時
間

・
8
月
13
日
／
9
時
〜
17
時

・
8
月
14
日
／
休
館
日

・
8
月
15
日
／
9
時
〜
17
時

・
8
月
16
日
／
9
時
〜
17
時

 

岩
瀬
温
水
プ
ー
ル
の
開
館
時
間

・
8
月
13
日
／
10
時
〜
16
時
30
分

・
8
月
14
日
／
休
館
日

・
8
月
15
日
／
10
時
〜
16
時
30
分

・
8
月
16
日
／
10
時
〜
16
時
30
分

■
問
合
先
／
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
（

０
２
９
６-

55-

１
１
１
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

お
盆
中
の
ご
み
収
集
に
つ
い

て

生
活
環
境
課

　

お
盆
中
の
14
日
（
月
）
〜
16
日

（
水
）
は
、
通
常
ど
お
り
収
集
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
ご
み
が
多
く
で

る
時
期
で
す
。
収
集
日
ま
で
家
庭

で
管
理
さ
れ
、
指
定
さ
れ
た
収
集

日
に
出
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
生
活
環
境
課

（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１

代
表
）・
岩
瀬
庁
舎
市
民
生
活
課

（

０
２
９
６-

75-

３
１
１
１

代
表
）・
真
壁
庁
舎
市
民
生
活
課

（

０
２
９
６-

55-

１
１
１
１

代
表
）●　

　

●　
　

●　
　

●　
　

●

お
盆
中
の
「
き
ぬ
聖
苑
」
の

休
苑
日

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　

お
盆
中
の
き
ぬ
聖
苑
は
、
次
の

と
お
り
休
苑
い
た
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
休
苑
日
／
8
月
15
日
（
火
）、

16
日
（
水
）

■
問
合
先
／
き
ぬ
聖
苑
（

０
２
９
６-

33-

６
６
３
５
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

電
気
設
備
の
安
全
調
査

 

（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会

下
館
事
業
所

　

（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会
下

館
事
業
所
で
は
、
電
気
事
業
法

に
基
づ
き
、
本
年
8
月
か
ら
来
年

1
月
ま
で
桜
川
市
各
地
区
に
お
い

て
、
各
家
庭
の
電
気
設
備
の
安
全

調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

制
服
着
用
で
、
腕
章
・
写
真
入

り
調
査
員
証
を
つ
け
た
調
査
員
が

お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

募　

集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
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景
観
と
い
う
と
、
な
ん
だ
か
堅

苦
し
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
景
観
と
は
、

風
景
や
景
色
と
い
っ
た
言
葉
に
代

表
さ
れ
る
見
た
目
の
こ
と
で
す
。

あ
な
た
が
他
の
ま
ち
に
旅
行
に

行
っ
た
と
き
、
そ
の
ま
ち
の
印
象

は
見
た
目
で
決
ま
る
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

つ
ま
り
、
景
観
は
そ
の
ま
ち
の

雰
囲
気
そ
の
も
の
で
あ
り
、
長
い

年
月
を
か
け
て
つ
く
り
出
さ
れ
て

い
く
、
ま
ち
の
文
化
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
も
自
分
の

　

桜
川
市
で
は
、
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
の
空
間
づ
く
り
を
目
指

し
、『
景
観
づ
く
り
』
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

６
月
14
日
に
は
、
真
壁
地
区
に
お
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
と

協
働
で
、
第
一
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
そ
の
他
の
地
区
に
お
い
て
も
『
景
観
づ
く
り
』
を

進
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

住
む
ま
ち
の
景
観
を
自
分
自
身
で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、
都
市
整
備
課
で
進
め
て

い
る
『
景
観
づ
く
り
』
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
者
を
募

り
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
う

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
形

式
で
、
将
来
の
ま
ち
の
空
間
に
つ

い
て
計
画
す
る
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
景
観
計
画
の
案
を

作
成
し
、
景
観
づ
く
り
に
関
す
る

ル
ー
ル
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え

て
い
く
と
い
う
作
業
で
す
。

　

さ
あ
、
皆
さ
ん
も
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
、
自
分
の
ま
ち
に
誇
り

を
も
つ
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

の
ア
ー
チ
ス
ト
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
声
と
参
加
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
な
ん
て
わ
か
ら
な

い
、
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
方
で
も
、『
景
観
づ
く
り
』
と

は
見
た
目
の
こ
と
、
わ
か
り
や
す

く
て
安
心
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
連
絡
先
／　

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
・
内
線
１
２
５
３
、

１
２
５
４)

都
市
整
備
課
建
築
指

導
係

景
観
は
ま
ち
の
文
化
で
す

あ
な
た
も
ま
ち
の
ア
ー
チ
ス
ト

み
ん
な
で
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

〜
桜
川
市
の
景
観
を
考
え
る
〜

　

梅
雨
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
青

少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
主
催
の

「
青
少
年
の
た
め
の
社
会
環
境
浄

化
活
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

お
よ
び
非
行
防
止
の
た
め
に
、
よ

り
良
い
社
会
環
境
の
整
備
を
目
指

し
て
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
域
の
た
め
子
ど
も

達
の
た
め
に
汗
を
流
そ
う
と
、
関

係
45
団
体
・
約
５
０
０
人
の
み
な

さ
ん
が
参
加
。
大
和
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
た
全
体
集
会
で
は
、
桜

川
警
察
署
員
の
方
か
ら
「
青
少
年

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
現
状
に

つ
い
て
」
の
講
話
の
後
、
有
害
自

販
機
３
な
い
運
動
の
宣
言
と
子
ど

青
少
年
の
た
め
の
社
会
環
境
浄
化
活
動

〜 

関
係
45
団
体
・
約
５
０
０
人
が
参
加 

〜

も
の
安
全
を
守
る
た
め
の
緊
急

ア
ピ
ー
ル
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
各
小
学
校
区
別
に
電

柱
な
ど
に
貼
ら
れ
た
違
法
ビ
ラ
・

捨
て
看
板
の
撤
去
作
業
、
通
学
路

の
安
全
点
検
活
動
、
書
店
・
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
関
連
業
種

を
対
象
に
「
青
少
年
の
健
全
育
成

に
協
力
す
る
店
」
の
協
力
推
進
活

動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
市
民
会
議
で
は
、
今
後
も

よ
り
良
い
社
会
環
境
の
整
備
を

め
ざ
し
、
関
係
機
関
・
団
体
と

の
連
携
の
下
、
地
域
ぐ
る
み
の

運
動
と
し
て
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
和
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
社
会
環
境

浄
化
活
動
の
全
体
会
の
模
様

地
域
や
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん

の
方
が
違
法
ビ
ラ
や
捨
て
看
板
な
ど
の
撤

去
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

真
壁
地
区
景
観
づ
く
り
委
員
会
の
第
一
回
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
模
様

夏休み子ども体験教室夏休み子ども体験教室
親子でも参加できます

史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.10

 0296-55-0556

FAX 0296-20-7108
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●
歴
史
・
文
化
講
座
③

 

「
辰
海
道
遺
跡 -

桜
川
河
畔
に
８
０
０
年
栄
え
た
ム
ラ-

」

■
日
時
／
９
月
９
日
（
土
）
10
時
〜

■
会
場
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

■
対
象
／
先
着
60
人
・
参
加
費
は
無
料

■
申
込
先
／
歴
史
民
俗
資
料
館

○
市
内
に
は
多
く
の
遺
跡
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
遺
跡
は
古

代
の
人
々
が
残
し
た
生
活
の
足
跡
で
あ
り
、
そ
う
し
た
遺
跡

を
研
究
す
る
学
問
が
考
古
学
で
す
。
今
回
は
辰
海
道
遺
跡
を

題
材
に
、
実
際
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
土
器
な
ど
に
触
れ

な
が
ら
、「
初
級
考
古
学
講
座
」
と
し
て
考
古
学
の
世
界
を

体
験
し
ま
す
。

●
は
じ
め
て
の
古こ

文も
ん

書じ
ょ

講
座

■
日
時
／
９
月
２
・
16
・
30
・
10
月
14
・
28
日
の
全
５
回
。

　
　
　
　

10
時
〜

■
会
場
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

■
対
象
／
全
５
回
と
も
参
加
で
き
る
方
。初
心
者
限
定
15
名
。

　
　
　
　

参
加
費
は
無
料

■
申
込
先
／
歴
史
民
俗
資
料
館

○
古
文
書
が
読
め
た
ら
、
歴
史
も
も
っ
と
楽
し
い
だ
ろ
う

な
ぁ
・
・
・
そ
ん
な
読
み
た
い
け
れ
ど
読
め
な
い
方
に
、
古

文
書
解
読
の
基
礎
を
お
教
え
し
ま
す
。

　

「
一
、二
、三
」「
反
、
畝
、
歩
」
な
ど
文
字
の
基
本
を
徹
底

し
て
学
び
ま
す
。
量
は
少
な
い
で
す
が
、
宿
題
、
テ
ス
ト
も

出
ま
す
の
で
、
毎
回
参
加
、
本
気
で
覚
え
た
い
方
に
最
適
で

す
。

＊
少
し
だ
け
読

め
る
、
と
い
う

方
は
、
後
日
開

催
の
中
級
者
講

座
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
（
冬

以
降
）。

●子ども歴史学習相談室（要予約）
　■日　時／７月 28日（金）・８月 29日（火）・８月 30日（水）　　　■問合せ・申込先／歴史民俗資料館

　■対　象／ 夏休みの宿題や自由研究で郷土の歴史を調べたい小中学生

●あい（藍）染め体験
　化学染料を使わない天

てん

然
ねん

藍
あい

のジャパンブルーを体験してみませんか。
　■日　時／８月１日・８日・22日・29日（火）予約制　　　■体験時間／１時間

　■会　場／真壁藍工房（真壁町下谷貝 465）

　■費　用／バンダナの場合千円

　　　　　　（材料、染め代込み）

　■対　象／ 小・中学生親子

　　　　　　（子ども会、グループ等でも可）

　　　　　　＊ 予約は１週間前までにお願いし

ます。

　　　　　　　 他の曜日をご希望の方はお問い

合わせ下さい。

　■問合せ・申込先／歴史民俗資料館

●真
ま

壁
かべ

城
じょう

跡
あと

発掘体験
　戦国時代に活躍した真壁氏の城跡で、400 年前の武士の暮らしを発見！
　■日　時／８月 25日（金）10時～（小雨決行）

　　　　　　※ 雨天の場合は 28日（月）に延期。

　■会　場／真壁第１体育館前集合

　　　　　　（真壁町古城 377）

　■対　象／小・中学生と保護者 50組

　　　　　　（子供のみでも可）

　■参加費／ 5百円（保険代込み・当日集金）

　■持ち物／軍手、帽子、タオル、飲みもの

　■問合せ・申込先／歴史民俗資料館

右
の
古こ

文も
ん

書じ
ょ

を
完
全
に
読
め
る
方
は
、
中
級
者
へ
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

９/３ (日)

平島医院 岩瀬 198 0296- 75- 2510

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

田崎内科医院 真壁町田 268 0296- 55- 2511

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/10 (日)

上の原病院 上野原地新田 159 － 2 0296- 75- 3128

内科宮本医院 真壁町古城 229 － 1 0296- 55- 0101

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/17 (日)

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

仁保内科医院 真壁町真壁 425 0296- 23- 8088

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/18 (月)

上の原病院 上野原地新田 159 － 2 0296- 75- 3128

つくし野クリニック 真壁町椎尾 2022 0296- 20- 7755

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/23 (土)

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

なかはら整形外科医院 真壁町飯塚 496 － 1 0296- 23- 9955

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

９/24 (日)

友常医院 岩瀬 205 0296- 75- 2023

根本医院 真壁町真壁 202 0296- 55- 0027

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

● ９月の休日応急診療医療機関

９月分 健 康 ガイド《問合先》保健福祉部 健康推進課

 0296-75-2486（直通）・3111（代表）

● ９月の成人健診

月　　日 種　　　　　　目 対象地区 内　　　　　　　容

９/１（金）･２（土）･
　 22（金）･23（土）・
　 29（金）・30（土）

ミニドッグ（胃・大腸が 

ん検診＋住民検診）
真壁地区

９/５（火）
乳がん検診

大和地区

20～ 39 歳／超音波検査のみです。
40～ 56 歳／超音波検査、マンモ検査は 2年に 1回
                  受診できます。
5 7 歳以上／マンモ検査のみです。

子宮がん検診 2 0 歳以上／子宮頚部の検査です。

９/11（月）・12（火）
乳がん検診

岩瀬地区
5 7 歳以上／マンモ検査のみです。

子宮がん検診 2 0 歳以上／子宮頚部の検査です。

対象／「平成 18年度の桜川市健康診査の申込み」調査で健診を希望された方

● ９月の精神保健
月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

９/21 (木) こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神科医師が担当し、秘密は厳守されます。（要予約）
会場：真壁保健センター

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

９/１ (金) 県西総合病院（13：30 ～ 16：00）

● ９月の献血

さくらがわ　2006.8.1さくらがわ　2006.8.1

● ９月の予防接種

対象：岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

対象：真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

９/６ (水) ＢＣＧ H18. ５月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・

体温計

９/13 (水)
三種混合Ⅰ期初回－２回目 H18. ２月～３月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票
三種混合Ⅰ期初回－３回目 H17.12 月～ H18. １月生

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

９/４ (月) ＢＣＧ H18. ５月生 13：00 ～ 13：10
母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・体

温計

９/21 (木)
三種混合Ⅰ期初回－２回目 H18. ２月～３月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票
三種混合Ⅰ期初回－３回目 H17.12 月～ H18. １月生

● ９月の乳幼児健診・相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

９/４ (月) ３か月児育児相談 H18. ５月生 13：00 ～ 13：10
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

９/19 (火) ３歳児健診 H15. ６月～７月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

９/22 (金) ２歳児歯科健診 H16. ６月～７月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

９/25 (月) １歳児健診 H17. ９月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

９/６ (水) ３か月児育児相談 H18. ５月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

９/７ (木) １歳児健診 H17. ８月～９月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

９/14 (木) １歳６か月児健診 H16.12 月～ H17. １月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・問診票・バスタ

オル

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

● ９月の母と子の健康づくり

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

９/29 (金) 離乳食教室
生後４か月～６か月児
の保護者

10：00 ～ 11：30

エプロン、三角巾またはバンダ

ナ、スリッパ、ふきん 1枚（要

予約）

会場：大和中央公民館

　　　　　　　 　〈平成 18年６月 22日から予防接種実施規制が変更になり、三種混合Ⅰ期

の２回目・３回目の接種が、３～８週間をこえた場合は任意接種（自己負担）となります。〉

※「桜川市健康カレンダー」の中の、９月の休日応急診療医療機関が都合により一部変更になりました。

　９/10（日）阿部田医院→内科宮本医院



岩瀬中央公民館図書室
《児童図書》

自然のしくみ地球のちから（後期５巻） 絵と文　　かこ　さとし

⑥じめんがふるえる　だいちがふるえる

⑦ひをふくやま　マグマのばくはつ

⑧よあけ　ゆうやけ　にじやオーロラ

⑨せかいあちこち　ちきゅうたんけん

⑩あさよる　なつふゆ　ちきゅうはまわる

《一般図書》

その目のまえに　　　　　　　　　　　重松　清

グロテスク　　　　　　　　　　　　　桐野　夏生

愛のあとにくるもの　　　　　　　　　辻　仁成

人生を歩け！　　　　　　　　　　　　町田　康・　いしいしんじ

14階段　　　　　　　　　　　　　　　窪田　順正

容疑者Xの献身　　　　　　　　　　　東野　圭吾

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 75 － 0344

【今月のおすすめ図書】

プリズン･ガール

有村　朋美

15 さくらがわ　2006.8.1

　

家
庭
で
の
シ
ャ
ワ
ー
が
普
及
し
て
い
る

現
在
で
は
、
夏
で
も
、
庭
先
で
盥

た
ら
い

を
出
し

て
お
湯
や
水
で
体
の
汗
を
流
す
「
行

ぎ
ょ
う

水ず
い

」

の
風
習
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
入
浴
時
間
が
ひ
ど
く
短
い
と
「
カ

ラ
ス
の
行
水
」
と
か
ら
か
わ
れ
る
こ
と
が

な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
行
水
」
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
は

神
仏
に
祈
願
す
る
た
め
に
、
神
社
仏
閣
の

池
や
流
れ
や
滝
な
ど
の
清
水
で
体
の
け
が

れ
を
流
し
去
る
信
仰
上
の
行
事
で
し
た
。

鎌
倉
時
代
に
は
寒
い
時
期
に
冷
水
で
行
わ

れ
た
「
行
水
」
の
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
暑
中
に
家
の
中
や
庭
先
で
盥

た
ら
い

の
湯
や
井
戸
水
を
使
っ
て
汗
を
流
す
こ
と

が
「
行
水
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

「
行
水
の
す
て
と
こ
ろ
な
し
虫
の
声
」

は
、
江
戸
時
代
中
期
の
俳
人
、
上う

え

島し
ま

鬼お
に

貫つ
ち

の
名
句
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
カ
ラ
ス
の
行
水
」
が
急
い
で
入
浴
す

る
こ
と
の
た
と
え
に
使
わ
れ
て
き
た
の

は
、
カ
ラ
ス
が
水
浴
び
を
あ
っ
と
い
う
間

に
済
ま
せ
る
習
性
の
た
め
で
す
。
ゆ
っ
く

り
お
風
呂
に
入
ら
ず
、
シ
ャ
ワ
ー
で
簡
単

に
済
ま
せ
て
ば
か
り
い
る
と
「
カ
ラ
ス
の

行
水
」
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

桜
川
文
芸

カ
ラ
ス
の
行
水

言
葉
の

履
歴
書

大和中央公民館図書室
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《一般図書》

裏モノ日記　　　　　　　　　　　　　唐沢　俊一

百年草物語　　　　　　　　　　　　　小泉　吉宏

リーラ ( 神の庭の遊戯 )　　　　　　　　玄侑　宗久

シャガールと木の葉　　　　　　　　　谷川俊太郎

京都ものがたり　　　　　　　　　　　水原　紫苑

宇宙神の不思議　　　　　　　　　　　二階堂黎人

深尾くれない　　　　　　　　　　　　宇江佐真理

からくり民主主義　　　　　　　　　　高橋　秀実

恋愛の格差　　　　　　　　　　　　　村上　　龍

さくらがわ　2006.8.1

真壁中央公民館図書室

《１・２年生向き》

あまがえる先生 まよなかのびっくりコンサート　松岡　達英

おばけスクール１年生　　　　　　ひらいたかこ

生きるんだポンちゃん　　　　　　中村ただし

トイレの神さま　　　　　　　　　稲本みえ子

大あたりアイスクリームの国へごしょうたい　立原えりか

やまびこ谷でともだちみつけた　　戸田　和代

風になったヤギ　　　　　　　　　漆原　智良

《３・４年生向き》

ちび魔女メルフィー　どじはせいこうのもと

      　　　　　　　　 アンドレアス･シュリューター

高橋由伸　華麗なるスラッガー　　　鳥飼　新市

７月 31日のゆうれい　　　　　　 立原えりか

えがお、ときどき涙　　　シリーズ人間取材班

【今月のおすすめ図書】

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 58 － 7117

私の聖書ものがたり

阿刀田　高

～・～・～夏休み読書感想文を書いてみませんか？～・～・～

～夏休み子ども読書感想文課題図書～

妖怪たちはすぐそこに　　　　　　木暮　正夫

スペースシャトルぶんどり大作戦　浜野えつひろ

陰陽ふしぎ伝☆妖怪ぞろり　　　　澤田　徳子

《５・６年生向き》

北島康介　世界最速にいどむトップアスリート　折山　淑美

イチロー２　メジャーにはばたく夢　四竈　　衛

フレディ①世界でいちばんかしこいハムスター

　　　　　　　　　　　　 ディートロフ･ライヒェ

フレディ②世界でいちばんねらわれたハムスター

　　　　　　　　　　　　 ディートロフ･ライヒェ

ミステリー交差点午後５時 10分　 澤田　徳子

さよならは霊界から　　　　　　　中島　信子

まりこ in デジタランド　　　　　　五味　　彬

【
岩
瀬
短
歌
会
】
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片
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縋
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※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
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ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
交
流
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

流
域
４
市
か
ら
参
加
し
た
約
70

人
の
子
ど
も
達
は
、
講
師
の
方
か

ら
鏡
ケ
池
や
磯
部
稲
村
神
社
の
歴

史
や
植
物
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
磯
部
橋
付
近
の
桜
川

で
投
網
体
験
や
川
遊
び
、
水
質
調

査
な
ど
を
し
て
自
然
に
触
れ
合
う

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
今
回
の
桜
川
探

検
隊
に
参
加
し
て
、
身
近
な
川
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ

た
よ
う
で
し
た
。

　

梅
雨
空
の
下
、
鏡
ケ
池
（
桜
川

の
源
流
）・
磯
部
稲
村
神
社
・
磯

部
橋
周
辺
を
会
場
に
、「
平
成
18

年
度 

桜
川
探
検
隊
第
１
回
探
検

交
流
in
桜
川
市
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、桜
川
流
域
の
４
市（
土

浦
市
・
つ
く
ば
市
・
筑
西
市
・
桜

川
市
）
と
市
民
団
体
で
構
成
す
る

桜
川
探
検
隊
連
絡
会
議
が
主
催
す

る
も
の
で
、
霞
ヶ
浦
最
大
の
流
入

河
川
桜
川
を
上
流
か
ら
下
流
ま
で

探
検
し
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
に

親
し
み
、
ひ
い
て
は
霞
ヶ
浦
を
大

切
に
す
る
心
を
培
う
こ
と
を
目
的

桜
川
探
検
隊

講
師
の
方
か
ら
、
桜
川
の
源
流
「
鏡

か
が
み

ケが

池い
け

」

の
説
明
を
受
け
る
子
ど
も
達

　第二次世界大戦末期、若き特攻隊員たちの青春や真実の

エピソードを描いた映画「俺は、君のためにこそ死ににいく」

の撮影が、本市桜川河川敷で行われました。撮影には、徳
とく

重
しげ

聡
さとし

さん（写真左）・窪
くぼ

塚
づか

洋
よう

介
すけ

さん（写真右）・筒
つつ

井
い

道
みち

隆
たか

さん（写

真中央）など、たくさんの俳優の方が本市を訪れました。

　また、実物大に再現された旧陸軍一式戦闘機「隼
はやぶさ

」も公

開されました。映画は、来年初夏の公開予定です。

【表紙】 桜川河川敷で映画の撮影
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桜
川
探
検
隊
に
は
、
地
元
桜
川
市
か
ら
23

人
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
ま
し
た
。

わが家の笑顔わが家の笑顔

お母さんからひとこと

  おてんばな女の子だけ

ど、明るく優しい子供に

育ってね。

お母さんからひとこと

  いつも明るくて元気な

二人。

　皆と仲よくできておも

いやりのある子に育って

ほしいです。

廣
ひろ

木
き

 玲
れい

凪
な

ちゃん

 平成 16年３月 23日生

( 真壁町田地区 )

増
ます

渕
ぶち

 杏
きょう

香
か

ちゃん（左）

 平成 13年９月 27日生

増
ます

渕
ぶち

 来
くる

美
み

ちゃん（右）

 平成 16年８月７日生

 ( 真壁町塙世地区 )


